
平成２２年度一般会計当初予算説明資料

２款 総務費

２項 企画費 協働連携推進課（内線：７２４８）

１目 企画総務費 (単位：千円)

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前年度 比 較

国庫支出金 起 債 その他 一般財源 備考

【鳥取力創造運動】

県民等との協働連携 4,510 6,324 △1,814 4,510

推進業

トータルコスト 18,226千円（前年度28,694千円）［正職員：1.7人］

主な業務内容 協働提案サポートデスクの運営、県民等訪問・意見交換等

工程表の政策目標 行政や民間を問わずそれぞれが自発的にかつ連携して地域のために活発に

（指標） 活動・貢献する社会の実現

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要

県民、ＮＰＯ、企業、大学、シンクタンク等(以下「県民等」という。)との協働及び連携を推

進し、県民等の自主的活動の活発化を促し、活力ある鳥取県づくりにつなげる。

２ 主な事業内容

(１) 協働提案サポートデスクの運営

県民等からの相談、提案受付や意見交換会の開催、関係部局との調整など提案の事業化を応

援する。

(２) 協働提案事業化支援事業

「協働提案サポートデスク」で受け付けた事業のうち、提案者・関係課を交えた意見交換会

等を踏まえ、「機動的対応が必要な事業」又は「試験的な実施が必要な事業」と判断されたも

のについてその事業化を支援する。

(単位：千円)

区 分 予 算 額 内 容

協働提案事業化支援 3,000 (１) 補助金額、補助対象経費

補助金 １事業当たり1,000千円を上限に、関係課と

提案者との協議により役割分担等に応じて決定

(２) 予定事業数：３事業

(３) 予算の執行：提案に係る関係課等が執行

(４) 公 表：原則、事業実施結果を公表

(３) 県民等との協働連携の推進

県民等が地域で、元気に、しかもやり甲斐を持って活動できるような環境の整備をするため

に次の取組みを行う。

①県民等への団体訪問による聞取り

②行政と県民等との意見交換


